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寒冷による檀害には， われわれもなじみ深い凍蕩や凍説〈しもやけ〉以外に彊
々の病態が含まれる。寒捨には生体にとってむしろ保護的とも考えられる作用を
営む面もあ担，医療では冬眠麻酔や冷凍麻酔となって応舟されている。
本書は著者， Dr. Hans Killian自身の1941年よ!)1943年にわたるナチドイツに
よるロシア浸攻当時の経験に端を発して，以来1980年までの， 30年以上にわたる
寒冷i華害に関する知見をもととした専門書である。
まず序説では，寒治にさらされた場合に， その程度に応じて， 生体が全体とし
て， あるいは局所的にどのような反応を示すかを， 再者を欝連づけながら概説し
ている。
次iこ局所J註寒冷障害に関する項iこ移!)，馬所性障害が生乙る生体俣!lの病的条
件〈車管病変，喫煙など〉について述べている。
寒冷による捧害には，発生機序が必ずしも完全には解明されていないこともあ
って種々の分類が存在するが本書では障害をな)Chilblain (Pernio，Perniosis， 
いわゆる凍創，比較的ゆるやかな寒冷と高湿度および、局所の湿謂によりおこる。)， 
(2) Erythrocyanosis， (3) Shelter leg， (4) frostbite (凍蕩)， (5)深部にい
たる寒捨障害(immersionfood and hand浸漬足手，と trenchfootー 整壕足〉
に分類し，それぞれの症状，成因につき詳述している。
凍傷については， とくに内容が豊富とな予，古代ギヲシャ戦記に見られる記述
に始まる歴史〈ほとんどは戦争が欝係している。〉よ F肉眼的な特徴とその経過，
生理学的背露，病理学的挨討などにつき数多くの函や写真の提示のもとに詳紹に
論じられている。諌傷の重篤合併症として全身感染があげられるが， その抱の特
異な合併症として餅ジフテリア，破傷患リ ガス壊症などが発生しうることも指指
している。
治援に関しては， まず局所治療にふれ， これまでに試みられた多種にわたる予
跨法と初期治療を紹介し，文献的にその効果に撰し適確な評植を試みている。 ど
のような治療法でも， その効果が発揮できる基本条件として体温の回毎が必要で
ある点がとくに強調されている。この再加温のための種々の興味深い方法が詔介
されている。局所加温も捧害部の喪失を最小限にとどめるための重要な留子であ
るが古くナポレオン戦争に始まる雪による摩擦をし担ぞけ，少しずつ加湿する方
法をすすめている。加温は中枢傑より末檎側へおよぶよう iこするのが良く， この
提言害の範囲を拡げる可能性がある点が指，!)逆では加湿された部が酸素不足とえi:
f寵されている。急識な局所加温iこ対し著者は多くの報告から批判的である。その
越の捧助手段として局所循環の回毎に関する多くの試みがなされてきたが，著者
はこれらについても自己の経験をもまじえた評缶を下している。
最後の章で辻症状が明らかになった後の凍傷処置について述べている。局所療
法として軟膏類， 局所循環障害の回復に用いる薬剤や交感神経ブロックタ壊死蔀
の処置について述べている。壊死部は表面から推定されるよりは意外に深く， こ
の特教を勘案した上での最良の方策を説いている。
以上，本書はー毅外科教科書で辻一真にも濡たず， 専門皮膚科教科書でも迂ん
の数頁でまとめられている寒冷障害に関する記載とは異主り長年の経験と研究に
基づく広範な知識を含んでいる。寒冷障害の治療にあたり，必要な最近の知識と
理論的な治薬指針を立てる上にぜひ一読をおすすめしたい好書である。
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